
市
制
移
行
に
伴
い
先
進
自
治
体
で
出
さ
れ
た
質
問
と
町
の
考
え
方
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成小まつり
　11月27日（木）、成
田小学校にて「成小
まつり」が行われま
した。
　工夫を凝らし、教
室をさまざまなあそ
びの場に演出するな
ど、学年を超えた縦
割り活動により協力
する心と思いやりの
心を育てました。

とみやティーチャー
ズ・スクール　
　12月13日（土）、成
田中学校で行われたと
みやティーチャーズ・
スクール。地域に住む
親子12家族28名が参
加し、縄文時代のアク
セサリー“勾玉”づく
りに挑戦しました。慣
れない手つきながら
も、親子で協力して完
成させました。

東向陽台保育所発表会
　12月5日（金）、東向陽台保育所で行われた発表会。
年長さんの「白雪姫」の劇では、スポットライトを浴
びたこども達が堂々と役を演じ、保育所での成長を感
じさせてくれました。

　
２
月
に
実
施
す
る
「
市
制
に
関
す
る
住

民
意
向
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）」
に
向
け
、

す
で
に
単
独
で
市
制
移
行
し
た
自
治
体
に

お
い
て
住
民
の
方
か
ら
出
さ
れ
た
市
制
に

関
す
る
質
問
等
を
参
考
に
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
制
移

行
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
く
際
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ　

�

具
体
的
な
市
制
の
移
行
時

期
は
い
つ
で
す
か

Ａ�　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
中
の
市

制
移
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

�　
市
制
移
行
の
た
め
の
要
件
の
ひ
と

つ
で
あ
る
今
年
の
10
月
に
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
人
口
の
速
報
値
は
、
平
成

28
年
２
月
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
単
独
で
市
制
移
行
し

た
先
例
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
考

に
し
、
シ
ス
テ
ム
の
移
行
等
体
制
を

整
え
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

�

市
に
移
行
し
た
場
合
、
住

所
の
表
記
は
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か

Ａ�　
市
に
移
行
し
た
場
合
の
住
所
の
表

記
に
つ
い
て
、
主
な
変
更
点
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
詳
細
は
こ
れ
か
ら

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①�

「
富
谷
町
」
か
ら
「
◯
◯
市
」
に

変
更
と
な
る
。

　
②�

「
黒
川
郡
」
の
表
記
が
な
く
な
る

　
③�

「
字
」
の
表
記
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
る

Ｑ　

�

職
員
や
町
長
の
給
料
、
議
員

の
報
酬
は
上
が
り
ま
す
か

Ａ�　
職
員
の
給
料
は
、
市
制
移
行
に
伴

い
連
動
し
て
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
首
長
の
給
料
、
議
員
の
報

酬
も
「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
で

審
議
さ
れ
、
議
会
の
議
決
を
経
て
決

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
制
と
連
動
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
的
な
経
費
が
必
要
に
な
る
と
と
も

に
、
福
祉
事
業
な
ど
職
員
の
増
員
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
経
費
の
増
加
が
あ
っ
て
も
町
全

体
の
財
政
上
の
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

こ
と
に
伴
い
、
個
人
の
税
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
調
査
等
の
結
果
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
こ
れ
ま
で
、
広
報
等
で
も
お
示
し

し
て
い
ま
す
が
、
単
独
市
制
移
行
の

メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

単
独
市
制
移
行
に
向
け
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

�

近
隣
自
治
体
と
の
合
併
の

検
討
は
あ
り
ま
す
か

Ａ�　
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
の
平
成

の
大
合
併
に
お
い
て
、
宮
城
県
よ
り

黒
川
地
区
４
町
村
で
の
合
併
に
つ
い

て
指
導
さ
れ
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

Ｑ　

�

市
制
移
行
に
伴
う
必
要
経

費
の
増
加
等
に
よ
り
税
負

担
は
増
加
し
ま
せ
ん
か

Ａ�　
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

Ｑ　

�

市
に
な
っ
て
住
民
と
行
政

の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か

Ａ�　
合
併
に
よ
る
市
制
と
異
な
り
、
区

域
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
実
施

し
て
い
る
「
町
政
懇
談
会
」
も
継
続

予
定
で
す
。
引
き
続
き
「
幸
せ
を
実

感
し
笑
顔
輝
く
あ
っ
た
か
い
富
谷
」

の
実
現
に
向
け
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

Ｑ　

�

な
ぜ
、
今
、
市
制
移
行
な

の
で
す
か

Ａ�　
本
町
は
、
平
成
24
年
に
人
口
が
５

万
人
に
到
達
し
、
現
在
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
10
月
に
実
施
さ
れ

る
国
勢
調
査
に
お
い
て
市
に
移
行
す

る
た
め
の
「
人
口
が
５
万
人
以
上
で

あ
る
こ
と
」
の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
に

移
行
す
る
と
、
町
に
は
な
い
事
務
権

限
と
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
、
よ
り

き
め
細
や
か
で
充
実
し
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

都
市
的
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
成
長

や
発
展
の
可
能
性
を
持
つ
都
市
と
し

て
Ｐ
Ｒ
で
き
、
企
業
の
進
出
や
そ
れ

に
伴
う
雇
用
と
就
労
の
場
の
充
実
な

ど
ま
ち
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｑ　

�

市
制
に
必
要
な
要
件
は
満

た
し
て
い
ま
す
か

Ａ�　
市
に
移
行
す
る
た
め
に
は
、
地
方

自
治
法
お
よ
び
宮
城
県
の
「
市
と
な

る
べ
き
普
通
地
方
公
共
団
体
の
都
市

的
施
設
そ
の
他
の
都
市
と
し
て
の
要

件
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め
る
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
、
現
時
点
で
お
お
む
ね
ク
リ
ア

し
て
い
ま
す
。

地域の源
私たちの町内会Vol.⑩

　東向陽台サニ
ーハイツ管理組
合町内会は、富
谷町唯一の高層
マンションの住
民で構成されて
おり、昭和52

年にサニーハイツ自治会として発足しましたが、
昭和55年４月に東向陽台サニーハイツ町内会とし
て実質的な活動をスタートしました。マンション
ということもあり、管理組合と町内会と２本立て
の運営をしておりましたが、マンションとしての
特性を生かすために統合し、平成18年４月、東向
陽台サニーハイツ管理組合町内会と名称を改め、
従来からの行事である避難訓練・夏祭り・芋煮会・
餅つき大会等の諸行事や、子供会育成会・スマイ
リーサニー（０歳から未就学児まで）・ゆとりす
とサロン・大正琴クラブ・さんさんクラブ（カラ
オケ）などのサークルも盛んに活動しており、こ
の度、設立35周年を迎えました。
　忘れもしない東日本大震災で、建物は大きな被

害を受け、電気・ガス・水道
などのライフラインが止まり
物資不足の中で住民は過酷な
生活を強いられましたが、一
人のけが人や病人も出さずに
乗り切ることができたのは不幸中の幸いでした。
この難局を乗り越えられたことで住民同志の絆が
一層強くなり、親睦・融和・協力体制へとつなが
りました。また、行政のお力添えを頂き、地震後、
ただちに復旧工事に着手できたのはまさに団結の
表れと確信しております。
　今後も「心と心のキャッチボール」をモットー
に住民一丸となり「安心・安全で住み良い心安ら
げるいつも燦
燦（さんさん）
と輝いている
町内会」であ
るよう歴史を
刻んでまいり
ます。

東向陽台サニーハイツ管理組合町内会
会　長　須藤　弘 さん
会員数　177世帯

地域を支える町内会地域を支える町内会
特集　町から市へ！　～市制に向け、移行準備が加速します～　 ■問経営企画課　市制移行準備室（☎358-3248）
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